
令和６年度（4月）

人事改革の方針 及び 行政改革推進計画に係る

職員アンケート結果

＜概要＞

実施概要

対 象 者 正規・会計年度任用職員 （長期派遣職員、産休・育休職員、病休及び日々雇用職員を除く）

実施方法 上越市電子申請システムにより実施

実施期間 令和6年4月12日（金）～5月8日（水）（27日間）

回答者数 1,709人（回答率：52％）

【内訳】

※ 今後、本アンケートを定期的に実施し、意識の変化を経年比較します。

回答者数（A） 対象者数（B) 回答率（A/B）

正規職員 1,012人 1,665人 61％

会計年度任用職員 697人 1,646人 42％

合計 1,709人 3,311人 52％
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各質問の「5 そう思う」及び「4 ややそう思う」（「思う 計」）の意見割合まとめ

※ 「目標ライン」は、今後の取組を意欲的に進めていくための目安です。目標ラインよりも割合が低い質問は目標ラインを目指し、目標ラインよりも割合が高い質問は、割合をさらに高めていきます。

目標ライン 70％

約2/3以上が「思う 計」を選択

思う

計

あなたは、やる気と意欲を持って仕事に臨んでいる 79%

【要因】

　あなたは、働くことを通じて成長したい 87%

　あなたは、仕事を進める中で、やりがいや達成感を感じる 77%

　あなたは、所属している部や課等の組織のミッションや役割を理解し、その方針に共感している 77%

　あなたは、自分の仕事が、市や市民、組織に貢献していたり、組織の一員として役に立っている 76%

　あなたは、自分の仕事や働きぶりが、上司や同僚、部下から認められている 48%

　あなたは、今の職場において自らの役割を認識し、自分に何が期待されているか把握している 70%

あなたは、市民や地域とのつながりを大切にし、市民や事業者等の声をよく聞き、仕事に反映している 69%

あなたは、公務外での地域活動（市民団体、町内会、PTA、消防団等）に積極的に参加している 49%

今の職場では、必要に応じて地域や現場に出向く時間を確保し、市民起点による取組を進めている 49%

今の職場では、自由に意見を言える雰囲気があり、活発な議論が行われている 71%

今の職場には、失敗を恐れずにチャレンジする職場風土がある 49%

【要因】

　今の職場では、「こうすればできる」などの前向きな議論が行われている 68%

　今の職場では、話しかけたり、相談しやすい雰囲気があり、コミュニケーションがとれている 81%

　今の職場には、課題等の解決に向けた意欲的な取組をサポートしてくれる人（上司や同僚等）がいる 75%

今の職場では、 行政課題に迅速かつ的確に対応（意思決定・実行）している 54%

今の職場では、部や課、係、担当間を横断する課題に対し意識の共有や連携が図られている 51%

あなたは、OJTにより、資質・能力が向上している 57%

上越市役所では、OJTにより、職員に必要な資質・能力が向上している 39%

あなたは、職員研修の受講により、資質・能力が向上している 49%

上越市役所では、職員研修の受講により、職員に必要な資質・能力が向上している 39%

あなたは、日頃から自己啓発や自己研さんに取り組んでいる 44%

上越市役所では、自己研さんに関する取組支援等により、職員に必要な資質・能力が向上している 35%

あなたは、人事評価の取組や所属長との面談が、仕事に対する意欲の向上につながっている 48%

あなたは、人事評価の結果について、説明を受けている 58%

あなたの人事異動は、自身の成長や資質・能力の向上につながっている 43%

上越市役所では、人事異動が、職員の成長や資質・能力の向上につながっている 32%

今の職場では、法令を遵守し、適正・適切に業務を遂行する体制が確保されている 81%

今の職場では、デジタル技術の活用による業務効率化が進んでいる 50%

今の職場では、仕事の進め方や仕事そのものの見直しにより、業務効率化を図ろうとする機運がある 56%

今の職場では、行政サービスの改善や見直しに前向きに取り組む機運がある 49%

あなたは、ワークライフバランスがとれている 56%

今の職場では、時間外勤務の縮減や年休の取得促進のため、業務の分担やその見直しが適切に行われている 54%

今の職場は、年休や育児・介護休暇等が取得しやすい（上司や同僚等から理解を得られやすい） 80%

育児部分休業や業務実態に応じた弾力的な勤務、育児・介護を行う職員の早出遅出勤務の利用が進んでいる 61%

上越市役所は、仕事を進める上で、適切な執務環境が整備されている 31%

上越市役所では、職員の安全衛生管理の実施に関する取組が適切に行われている 44%
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まとめ

１ 仕事への意欲や成長意欲を持った職員がとても多いです。成長実感や達成感が得られる承認や感謝のコミュニケーションを

積極的に取り入れ、承認実感を高め、各職員の仕事への意欲をさらに高めていきましょう。

２ 地域や現場に出向く時間を確保していると感じている職員の割合を増やしたり、公務外での地域活動を促進していく必要があり

ます。コミュニケーションを一層確保し風通しの良い職場風土の醸成を図ったり、セルフチェックや人事評価制度のチャレンジ

項目を活用する等により、地域や現場に出向く時間をさらに確保できるように、日頃の業務を少しづつ改善していきましょう。

３ 自由に意見が言えたり、相談しやすい雰囲気に共感する職員は多いですが、チャレンジすることに少し苦手な組織のようです。引

き続きチャレンジする職場風土を醸成していく必要があります。 研修で学んでいる部下指導のコミュニケーション手法を実践

する等により、職員のチャレンジを促していきましょう。

４ チャットやオンライン会議等のデジタル技術の活用により業務効率化が進んでいると感じている職員は、全体の半分程度で

す。コロナ禍を経て活用が進んだデジタル技術により情報共有を図りやすい環境になっています。メールやLoGoチャット、

Zoomを活用し、横断的な連携に向けて、まずは情報共有を進めることから始めてみましょう。

５ 業務の効率化等を通じた時間外勤務を縮減する等によりワークライフバランスがとれていると感じる職員を増やしたり、執務環境

の改善を進める必要があります。このためには、一人ひとりの職員が、業務の進め方を見つめ直したり、創意工夫により働きやすい

職場環境をみんなで確保するように知恵を出し合い、実施していきましょう。

６ 職員研修を資質・能力の向上につなげる仕組みや、日頃から職員が自己啓発や自己研さんに取り組める環境整備の取組も活用し

ながら、「自ら育つ（人材育成方針より）」を実施しましょう。

～ 人事改革の方針「目指す方向性」の実現に向けて 職員の皆さんへのお願い ～
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